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1. は じ め に 

本研究の目的は，批判的思考遂行のために必要とさ

れる能力および態度が，確証バイアスが生じうるトピ

ックに関して対立情報から結論を導く行動にどのよう

に影響するか，オンラインの情報探索行動に基づき検

討することである． 

先行研究より，人は客観的，論理的な判断ではなく

自分の信念に基づき判断する傾向があることが知られ

ている．たとえば，元々持っている信念を支持する証

拠を集めたり，逆に，支持しない証拠は見ようとしな

かったり，否定したり歪めて解釈するという確証バイ

アス（e.g., LORD et al. 1979）や，論理的妥当性ではな

く，結論のもっともらしさにより妥当性を判断する信

念バイアスなどがある．誰もが，インターネットの情

報検索システムを利用してさまざまな情報を得ること

ができるようになったが，これらのバイアスの影響に

より，自分にとって都合のよい情報のみを参照し，問

題を判断し行動する危険性が考えられる．情報リテラ

シー教育を考えるうえで，確証バイアスや信念バイア

スを回避するために育成すべき能力や態度を明らかに

することは重要である． 

人の認知システムには，直観的な判断を司るシステ

ム１と，分析的な判断を司るシステム２があると言わ

れる．前述のバイアスはシステム１での処理中に生じ

ると考えられ，分析的，批判的に考えるためには，シ

ステム２を駆動させるための批判的思考態度および実

行のための批判的思考能力が必要である（e.g., Ｔ

OPLAK and STANOVICH 2002）．平山・楠見（2004）では，

対立した情報から結論を生成する過程で批判的思考態

度がどのように影響しているかを検討した．その結果，

事前信念と不一致かつ適切な結論の導出には，信念不

一致情報を適切に評価し受け入れることが重要であり，

その情報の受け入れには，批判的思考態度が関係して

いることが示された．しかし，情報の評価の前に，そ

もそも信念と不一致な情報を見ないというバイアスが

ある．平山・楠見（2004）では，すべての情報が一覧

提示されていたため，能動的な情報探索行動について

は検討できていない．情報リテラシー教育を考えると，

確証バイアスを回避し，能動的に信念と不一致な情報

をも求める情報参照行動に関わる要因を明らかにする
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ことは重要である．  

情報参照行動については，中村ほか（2013）では，

閲覧情報数を指標として確証バイアスについてオンラ

インで検討したところ，批判的思考態度は閲覧情報数

とは関連が見られず，情報探索行動ではなく，情報理

解に影響する可能性が示唆された．また，GREASSER et 

al. （2007）は，情報を深く吟味する指標として情報参

照時間を用い，情報探索チューターによって批判的態

度に働きかけることの効果を検討した．その結果，対

照群の方がチューター群よりも信頼性が高いサイトに

着目しており，批判的態度への働きかけにより適切な

情報を深く吟味するようになるとは限らないことが示

された．BARZILAI and ZOHAR（2012）は，６年生の科

学的情報の探索と，認識論的信念などとの関係を検討

した．その結果，注目したウェブサイトの評価などに

は，認識論による違いは見られなかったが，情報統合

方略においては，絶対主義より評価主義の方が優れて

いるなどの違いがみられた．このように，批判的思考

態度は情報参照行動より，得た情報に対する評価など

の反応に影響している可能性が示唆されている．一方，

批判的思考の認知的要素である能力が，情報探索行動

に影響する可能性もあるが十分な検討はされていない．

本研究では，批判的思考の情意的要素の態度と認知的

要素の能力が，情報探索行動にどのように関与してい

るかを明らかにする． 

2. 方 法 

2.1. 参加者 

文系大学生44（男性16，女性28）名，平均年齢19.9

歳であった． 

2.2. 材料 

2.2.1. 批判的思考能力尺度 

Cornell Critical Thinking Test Level Z（ENNIS et al. 

1985）の日本語訳を使用した（平山ほか 2010）．これ

は，帰納的推論，演繹的推論，観察の妥当性判断，確

実性，意味の理解といった批判的思考能力の下位概念

を測定するものであり，７つのセクション，計52項目

より構成された．回答は全て択一式であった． 

2.2.2. 批判的思考態度尺度 

平山・楠見（2004）の批判的思考態度尺度を使用し

た．これは，「論理的思考への自覚」，「探究心」，「客観

性」の各５項目，「証拠の重視」の３項目，計４因子18

項目より構成された．各項目について，「１．あてはま

らない」から「５．あてはまる」までの５段階で評定

させた． 

2.2.3. トピックへの事前信念尺度 

平山・楠見（2004）で用いた尺度を使用した．「環境

ホルモンは人体へ悪影響を及ぼす」という主張に対し

て信念をどの程度有しているかを測定するため，５項

目で構成された．各項目について，「１．全く間違って

いると思う」から「７．全く正しいと思う」までの７

段階で評定させた． 

2.2.4. 情報探索課題 

「環境ホルモンが人体に及ぼす影響について」とい

うトピックについて，平山・楠見（2004）で用いられ

た教示文および読解材料である環境ホルモンに関する

報告書２種，批判的思考問題３種によって構成した．

報告書２種は，環境ホルモンは人体に悪影響を及ぼす

ことを示した「影響あり」情報文，および悪影響は明

確ではないことを示した「影響不明」情報文であった．

平山・楠見（2004）では紙面上にすべての情報が一覧

提示されていたが，本研究では，参加者が能動的に行

動せねば情報を参照できないよう，材料は全てコンピ

ュータのモニター上に提示された．まず情報の目次一

覧を提示し，そこに示された各情報のタイトルをクリ

ックすると，情報の内容を参照できた．そして，本研

究では，各情報をどれくらいの時間参照したかが記録

された． 

批判的思考問題は，平山・楠見（2004）で使用され

た課題のうち，(1)結論導出課題として，環境ホルモン

の人体への影響についての結論を記述させる問題，お

よび(2)論拠説明課題として，(1)で記述した結論の根拠

を説明させる問題を使用した．いずれも自由記述式で

あった．さらに，(3)重要度評価課題として，各情報が

結論を導く際にどの程度重要な情報であると思ったか

について評定させる問題を行った．これは，「１．重要

ではない」から「５．重要である」までの５段階で評

定させた． 

2.3. 手続き 

まず，批判的思考能力尺度および批判的思考態度尺

度を，１～６名の小集団で実施した．批判的思考能力

尺度は制限時間50分，批判的思考態度尺度は参加者の

ペースで行った．その１～２週間後に，トピックへの

事前信念尺度，続いて情報探索課題を個別で実施した．  

情報探索課題では，はじめに，モニター上に環境ホ

ルモンについての説明文を提示した．そして，実験参

加者に対して，次の教示を行った．「これは，環境ホル

モンについての研究プロジェクトの報告書です．あな
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たは，このプロジェクトのリーダーであり，最終的な

報告書のリーダーであると想像してください．この次

のページに２つの研究グループの報告書のタイトルが

示されています．それらのタイトルをクリックすると，

内容を見ることができるようになっています．それら

の報告書に基づいて，日常での環境ホルモンの人体へ

の影響についての最終的な結論を完成してください」． 

さらに，情報は〈事例〉，〈根拠〉，〈結論〉，〈図表〉

の４タイプで構成されていること，２つの報告書はそ

れぞれ「影響あり」，「影響不明」の立場をとっている

ことを説明した．また，それらの情報は，実験参加者

が自由な順序で参照することができ，同じ情報を何回

でも参照できること，全ての情報を参照する必要はな

いことについて教示を行った．情報参照時間を正確に

記録するため，回答欄に書き込むときには，情報のペ

ージではなく目次のページに必ず戻るよう教示をし，

課題遂行中，教示が守られているかを実験者が確認し

た． 

そして，実験参加者は，環境ホルモンについての説

明を読んだ後，全情報のタイトルが表示された目次ペ

ージに進み，各情報を参照しながら批判的思考問題に

対して(a)結論導出課題，(b)論拠説明課題，(c)重要度評

価課題の順で回答した．各課題に回答し終えるごとに

実験者に報告をし，実験者はその課題遂行中の情報参

照データをその都度保存した．回答は，次の問題に進

んだら前の問題に戻って書き直すことのないよう教示

した．実験は参加者ペースで行われた． 

3. 結 果 

本研究で用いた情報から導かれる適切な結論は，

「影響不明」である．しかし，「影響あり」という事前

信念を持つ場合，確証バイアスの影響によって，「影響

あり」情報を多く参照し，事前信念と一致した結論を

導くことが考えられる．そこで，確証バイアスに対す

る批判的思考能力および態度の影響を検討するため，

平山・楠見（2004）と同様に，2.2.3で示したトピック

への事前信念尺度得点が中点である20点以下の参加者

13名（M =18.5, SD =1.9）を，以降の分析より除外し，

環境ホルモンは人体に悪影響を与えるという信念を持

つ31名（M =23.9, SD =2.5）を分析対象とした．つまり，

「影響あり」情報文が信念一致情報であり，「影響不

明」情報文が信念不一致情報となる． 

3.1. 批判的思考能力と情報参照 

批判的思考能力と結論導出の際の情報参照との関連

について検討するため，批判的思考能力尺度の平均得

点に基づき，批判的思考能力の高群（M =31.4, n =17）

と低群（M =25.3, n =14）に分割した．批判的思考能力

の高低を参加者間要因，情報の種類すなわち信念一致

または不一致を参加者内要因とし，情報の参照回数を

従属変数として2要因分散分析を行った結果，能力高低

および情報の種類の主効果はみられなかった（Fs 

(1,29)=1.47, 0.54, n.s.）（図１）．次に，従属変数を１回

あたりの情報参照時間として分散分析を行った結果，

有意な交互作用がみられた（F (1,29)=4.99, p <.05）．単

純主効果の検定の結果，能力高群において，信念一致

情報より信念不一致情報の方が有意に長く参照されて

いた（F (1,29)=8.91, p <.05）．また，信念不一致情報に

おいて，能力低群より高群の方が長く参照する傾向が

あった（F (1, 58)= 3.14, p <.10)（表１）． 

3.2. 批判的思考態度と情報参照 

批判的思考態度と情報参照との関係を検討するため，

批判的思考態度尺度の平均得点に基づき批判的思考態

度の高群（M =70.8, n =17）と低群（M =56.4, n =14）

に分割した．批判的思考態度の高低を参加者間要因，

情報の種類を参加者内要因，情報参照回数を従属変数

として２要因分散分析を行ったところ，態度および情

報の種類の主効果はみられなかった（Fs (1,29)=0.04, 

参照回数 
 

図１ 批判的思考能力および態度の高低群と 

情報種類による情報参照回数 

 

表１ 批判的思考能力および態度の高低群と 

情報種類による一回あたりの情報参照時間（秒） 

 信念一致情報 信念不一致情報 

能力低群 8.9(3.4) 8.7(3.6) 

能力高群 8.5(2.8) 11.5(6.0) 

態度低群 7.9(2.7) 9.9(3.5) 

態度高群 9.3(3.3) 10.6(6.4) 

カッコ内は SD を表す 
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0.70, n.s.）（図１）．次に，従属変数を1回あたりの情報

参照時間として分散分析を行ったところ，情報の種類

の主効果が有意であり，信念一致情報よりも不一致情

報が長く参照されていた（F (1,1)=4.37, p <.05）．しか

し，態度の主効果（F (1,29)=0.55, n.s.）および交互作

用（F (1, 29)=0.24, n.s.）はみられなかった（表１）． 

3.2. 適切な結論の導出 

適切な結論の導出に影響する要因を検討するため，

(1)結論導出課題の回答を，平山・楠見（2004）の基準

に従ってコード化した．各設問につき３名で独立して

評定を行い，２名以上の一致した評定を採択した．そ

の結果，「影響は不明である」という適切な結論は

63.6％，「影響あり」という不適切な結論は31.8％，影

響についての結論の記述がなかったものは4.5％であ

った． 

この適切な結論の導出に関わる要因を検討するため，

結論が適切か否かを従属変数としてロジスティック回

帰分析を行った。独立変数としては，批判的思考能力

および態度因子，事前信念，情報参照時間，情報の評

価を用いた．その結果，批判的思考態度の「探究心」

（Exp (β)= 1.32, Wald = 3.23, p <.10）が適切な結論の

導出にポジティブな影響が見られる傾向があった．ま

た，事前信念がネガディブな影響を及ぼす傾向がみら

れた（Exp (β) = .69, Wald = 3.20, p <.10）．しかし，情

報参照回数や参照時間は，適切な結論の導出に対して

の影響がみられなかった． 

4.  考 察 

本研究では，批判的思考能力が高い者は，事前信念

と不一致な情報をより長く参照していた（表１）．これ

は，システム２の情報処理に関わるとされる批判的思

考能力が高い場合，信念と不一致な情報に注意を向け，

深く吟味したためと考えられる．しかし，批判的思考

能力や情報参照時間は，適切な結論の導出に直接的な

影響はみられなかった．一方，批判的思考態度は，

GRAESSER et al. (2007)や中村ほか（2013）と同様に情報

参照回数や参照時間に対して影響はみられず，適切な

結論の導出に対して有意な傾向がみられた．適切な結

論が信念と不一致である場合，適切な結論を導くため

には情報探索段階の次の情報理解や評価段階がより重

要であり，そして，平山・楠見（2004）や中村ほか（2013）

で示唆されていたように，批判的思考への構えである

態度は，情報評価段階に関係する可能性が本研究で示

された．  

本研究では，批判的思考能力が情報探索過程に影響

することを新たに示すことができ，批判的思考態度が，

次の過程である適切な結論導出に関わることが示唆さ

れた．情報リテラシー教育を考えると，信念不一致情

報を深く吟味するためには批判的思考能力を，さらに，

その吟味した信念不一致情報を適切に評価し受け入れ

るためには批判的思考態度を育む重要性が示唆された． 
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